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近
代
砂
防
を
拓
い
た
諸
戸
北
郎
博

土
1『

山
林

」
ほ

か
の

資
料

か
ら

読
み

解
く

そ
の

足
跡
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本圭

日哉

男お

は
じ

め
に

明
治

.一
.十

年
に

森
林

法
と

砂
防

法
が

制
定

さ
れ

た
。

こ
の

頃
ま

で
に

、

林
学

専
門

家
で

あ
る

本
多

静
六

と
川

瀬
薙

[太
郎

万
嚥

切
曙

書
で

森
林

の
土

砂
拝

止
機

能
な

ど
に

つ
い

て
一

般
論

を
述

べ
て

い
た

が
、

砂
防

に
つ

い
て

の
教

育
は

体
系

だ
っ

て
行

わ
れ

て
い

な
か

っ
た

.、
明

治
二

十
年

代

に
大

水
害

が
相

次
い

で
発

生
す

る
に

及
ん

で
治

水
三

法
が

成
立

し
、

山

地
の

保
全

と
土

砂
流

出
対

策
へ

の
二

ー
ズ

が
高

ま
っ

た
。

そ
こ

で
、

明

治
三

十
三

年
、

東
京

帝
国

大
学

農
科

大
学

に
、

森
林

理
水

及
び

砂
防

工

学
を
専
門
と
す
る
講
座
(以

ド
、
「
東
大
砂
防
講
座
」
と
い
う
)が

林

学
第

四
講

座
と

し
て

設
概

さ
れ

た
。

こ
の

講
座

の
設

置
当

初
は

、
二

人

の
外

国
人

教
師

が
招

か
れ

て
砂

防
の

教
育

を
行

っ
た

が
、

明
治

四
十

五

年
に

、
日

本
人

初
の

砂
防

担
当

教
授

と
し

て
諸

戸
北

郎
博

士
(写

真
1。

以
下

、
原

則
と

し
て

「
諸

戸
」

と
い

う
)が

就
任

し
た

。

諸
戸

は
、
大
学

卒
業
後
か

ら
昭
和
十

年
代
ま
で

日
本
の
砂

防
の
第

一

人
者

と
し

て
、

研
究

、
教

育
、

技
術

指
導

に
尽

力
し

た
。

特
に

、
大

正

四
年

か
ら
大

正
十
年
に

か
け
て
『

理
水
及
砂

防
工
学
』

全
五
編
を

著
し
、

学
問

及
び

技
術

と
し

て
の

砂
防

の
体

系
化

を
図

っ
た

こ
と

は
特

筆
す

べ

き
業

績
と

い
え

る
。

筆
者

は
、

約
一

五
年

前
か

ら
数

年
間

、
「

土
石

流
」

等
の

上
砂
災

害
に

係
わ

る
用

語
に

つ
い

て
研

究
し

て
い

た
時

期
が

あ
る

。
そ

の
際

、
古

く

は
「

山
津

波
」

や
「

山
潮

」
な

ど
と

言
わ

れ
て

い
た

土
石

流
と

い
う

現
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象
を

表
現

す
る

用

語
の

変
遷

過
程

を

調
べ

る
に

あ
た

り
、

明
治

時
代

、
大

止

時
代

の
文

献
を

調

べ
る

必
要

が
あ

つ

た
.
、

当
時

の
文

献

と
し

て
、

明
治

十

五
年

創
刊

の
『

山

林
一

(
明

治
十

五

年
～

明
仏

佃
二

卜
Lハ

年
は

「
大

日
本

山
林

会
報

告
』

、
明

治
二

卜
七

年
～

昭
和

三
年

途
中

は

、
大

日
本

山
林

会
報

』
で

あ
る

が
、

本
論

で
は

こ
れ

ら
も

含
め

て
「

山

林
と

い
う

)
は

、
砂

防
に

関
す

る
内

容
を

包
含

し
て

い
る

唯
一

に
近

い
貴

重
な

資
料

で
あ

っ
た

。
『

山
林

』
に

は
、

諸
.月

が
多

く
の

論
文

等

を
発

表
し

て
い

る
こ

と
が

分
か

り
、

諸
戸

の
大

正
初

期
の

著
書

な
ど

も
　

じ
　

あ
わ

せ
て

参
照

し
な

が
ら

、
「

『
上

石
流

　
の

は
な

し
」

と
し

て
取

り
ま

と
め

た
。

こ
の

中
で

は
、

諸
.
戸

が
「

土
石

流
」

と
い

う
川

語
の

創
案

者

で
あ

る
こ

と
を

述
べ

た
。

こ
の

酬
究

過
程

で
、

目
本

の
近

代
砂

防
の

基

盤
を

創
っ

た
の

は
諸

戸
で

あ
る

こ
と

へ
の

確
信

が
、

筆
者

の
な

か
で

確

固
と

し
た

も
の

と
な

っ
た

。
同

時
に

、
諸

戸
の

足
跡

に
つ

い
て

こ
れ

ま

で
詳
し
く
論
じ
た
も
の
は
な
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
「
山

林
」
ほ
か
の
文
献
を
渉
猟
し
考
察
し
た
小
論
を
、
平

成
二
卜

九
年
に

(
5
〕

『
砂

防
学

会
誌

』
に

発
表

し
た

。
本

論
で

は
、

こ
の

発
表

論
文

で
ふ

れ

な
か

っ
た

内
容

も
ふ

く
め

て
、

主
に

『
由

林
』

の
関

係
論

文
を

読
み

解

き
つ

つ
諸

戸
の

足
跡

に
つ

い
て

述
べ

る
。

な
お

、
平

成
二

年
に

大
日

本
山

林
会

よ
り

刊
行

さ
れ

た
、

『
大

日
本

山
林

會
報

告
・

大
口

本
山

林
會

報
・

山
林

分
類

総
目

録
』

に
お

い
て

、

現
在

で
い

う
と

こ
ろ

の
「

砂
防

」
と

「
治

山
」

に
関

す
る

文
献

が
、

ら
セ

「
治

水
及

び
砂

防
の

部
」

の
中

の
「

砂
防

」
と

し
て

分
類

さ
れ

て
い

る

こ
と

を
ふ

ま
え

て
、

本
論

で
い

う
「

砂
防

」
と

は
、

「
砂

防
」

と
「

治

山
」

を
包

括
す

る
も

の
で

あ
る

。
ま

た
、

写
真

の
出

典
と

し
て

記
し

て

い
る

「
諸

戸
北

郎
博

士
ア

ル
バ

ム
」

と
は

、
東

京
大

学
森

林
理

水
及

び

砂
防

工
学

教
室

が
所

蔵
し

て
い

る
、

諸
戸

が
残

し
た

写
真

ア
ル

バ
ム

を

さ
し
て
い
る
。

諸
戸

北
郎

の
経

歴

諸
戸

北
郎

(　
八

七
三

-一
九

五
一

)は
、

明
治

六
年

九
月

、
一

.一
重

県
桑
名
町
〔
現
在
の
桑
名
市
)
の
船
町
で
父
諸
戸
清

三
と
母
む
ら
の
長

男
と

し
て

生
ま

れ
、

高
等

中
学

校
(戦

前
の

旧
制

高
等

学
校

に
相

当
)

に
入

学
す

る
ま

で
三

重
県

で
過

ご
し

た
。

明
治

三
十

一
年

七
月

に
、

農
科

人
学

林
学

科
を

卒
業

し
、

大
学

院
で

一
年

問
学

ん
だ
後

、
明
治
三

十
二
年
八

月
に
農
科

大
学
助
教

授
と

な
っ

た
、

、
そ

の
翌

年
の

明
治

=、
十

三
年

.二
月

二
十

九
日

に
、

東
大

砂
防

講
座

53
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山

が
設

置
さ

れ
て

い
る

。
し

た
が

っ
て

、
諸

戸
は

助
教

授
に

な
っ

た
時

点

か
ら

約
ト

カ
月

岡
は

砂
防

を
担

当
し

て
い

な
か

っ
た

こ
と

に
な

る
。

砂
防

の
講

座
は

出
来

た
も

の
の

、
日

本
人

で
砂

防
を

講
義

で
き

る
人

材
が

い
な

か
っ

た
た

め
、

外
国

人
教

師
と

し
て

、
カ

ー
ル

.へ
ー

フ
ェ

ル
(囚

帥
匹

国
臥

Φ
δ

、
明

治
三

卜
四

年
一

月
か

ら
明

治
三

十
六

年
六

月

に
在

職
〕

と
ア

メ
リ

ゴ
・

ホ
フ

マ
ン

〔
〉

日
Φ

ユ
ー

:o=o騨
6コ

コ
、

明
治

三
十

七
年

五
月

か
ら

明
治

四
十

二
年

六
月

に
在

職
)の

二
人

が
招

堪
さ

れ
た
.諸

戸
は
彼
ら
と
と
も
に
、
砂
防
講
座
の
教
育
に
携
わ
っ
た
.諸

.戸
は

、
こ

の
二

人
の

講
義

を
手

伝
い

な
が

ら
学

生
と

一
緒

に
聴

い
て

い

た
。

諸
戸

は
、

ヘ
ー

フ
ェ

ル
の

講
義

に
つ

い
て

、
そ

の
内

容
を

予
厳

し

く
批
評
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
へ
ー
フ
ェ
ル
は
砂
防
が
専
門
で
は
な

　
お

か
っ

た
こ

と
が

読
み

.
取

れ
る

。
　

方
、

ホ
フ

マ
ン

に
つ

い
て

は
、

オ
ー

ス
ト

リ
ア

で
の

砂
防

の
経

験
が

豊
富

で
あ

っ
た

こ
と

か
ら

、
諸

戸
は

彼

に
好

意
的

に
接

し
て

お
り

、
講

義
の

ほ
か

、
学

生
の

調
査

指
導

や
実

習
　

ヨ
リ

指
導

で
行

動
を

共
に

し
て

い
る

。
な

お
、

諸
戸

は
助

教
授

匙
し

て
、

理
ヨ

　
　

水
・
砂
防
・

測
.川

・
利

用
・

林
.還

の
科

目
を

担
当

し
て

い
た

。

そ
の

後
、

明
治

四
十

一
.年

一
月

二
十

七
日

〔
日

本
発

)か
ら

明
治

四

十
五
年
六
月
三
日
〔
帰
国
)ま

で
欧
州
〔
ウ
ィ
ー
ン
)に

留
学
し
、
帰

国
直

後
の

同
年

六
月

卜
九

日
に

、
東

大
砂

防
講

座
の

担
当

教
授

と
な

っ

た
。

そ
し

て
、

多
く

の
業

績
を

残
し

た
後

、
農

学
部

長
を

最
後

に
昭

和

九
年

三
月

に
退

冨
し

て
い

る
。

こ
こ

で
、

諸
戸

北
郎

と
諸

戸
林

業
創

装
者

の
諸

戸
清

六
(一

八
四

六

1一
九

〇
六

)と
の
関

係
に

つ
い

て
ふ

れ
る

(敬
称

は
省

略
)。

結
論

か
ら

言
う

と
、

二
人

は
親

戚
関

係
に

あ
る

。
北

郎
の

父
の

清
三

と
清

六

と
が

従
兄

弟
同

士
(清

、
一

.の
叔

母
が

清
六

の
母

)で
あ

り
、

か
つ
清

.一
.

と
清

六
の

代
か

ら
三

代
遡

る
と

加
路

戸
新

田
〔

現
・

榮
名
郡

木
曽
朗

明
に

あ
っ

た
地

区
)で

三
百

年
続

い
た

庄
屋

の
詣

.月
清

代
七

家
に

な
る

。
こ

の
よ

う
に

、
北

郎
と

清
六

が
親

戚
関

係
に

あ
っ

た
こ

と
か

ら
、

清
六

は

北
郎

に
い

ろ
い

ろ
と

目
を

掛
け

て
い

た
と

思
わ

れ
る

。
ま

た
、

兄
弟

の

少
な

か
っ

た
北

郎
は
、
近

く
に
住
む

清
六
の
息

子
で
所
謂

「
は
と
こ

」

に
あ

た
る

、
十

五
歳

近
く

年
「

の
精

太
と

精
吾

〔
二

代
目

諸
戸

清
六

)

と
・
親
し
く
接
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
.、

諸
戸

北
郎

よ
り

六
年

早
く

、
明

治
二

十
五

年
に

、
帝

国
大

学
林

学
科

を
卒

業
し

た
佐
藤

銀
五
郎
と

い
う
人
物

が
い
る
。

佐
藤
は
大

学
卒

業
後

、

農
商

務
省

東
京

大
林

区
署

に
入

っ
た

.近
代

的
林

業
経

営
を

11指
し

て

い
た

清
六
は

、
佐
藤
の

ヒ
司
で
あ

る
志
,」

泰
山

署
長
に

対
し
て
、

榮
名

郡
長

島
村
〔

当
時
)出

身
の

佐
藤
を

詣
、
淵
林

業
に
来
る

よ
う
計
ら

っ
て

も
ら

う
べ
く

懇
請
し
た

、
結
果
、

佐
藤
は
志

賀
か
ら
転

職
を
薦
め

ら
れ
、

明
治

二
十

七
年

に
諸

戸
林

業
に

入
っ

た
。

こ
の

頃
の

帝
国

大
学

林
学

科

卒
業

生
は

全
て

国
有

林
に

入
っ

て
お

り
、

佐
藤

が
民

問
へ

就
職

し
た

備

矢
で

あ
焦

削
。

翌
年

、
明

治
二

十
八

年
に

は
北

郎
が

林
学

科
に

入
学

し
て

い
る

、
こ

う
し

た
事

情
に

は
、

あ
く

ま
で

筆
者

の
推

測
の

域
を

出
な

い
が

、
清

六
に
以

下
の
意
図

が
あ
っ
た

の
で
は
な

い
か
と
思

わ
れ
る

。

す
な

わ
ち

、
子

供
の

頃
か

ら
勉

学
に

優
れ

て
い

た
北

郎
に

林
学

科
入

学

54
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山

を
勧

め
、

卒
業

後
に

は
諸

戸
林

業
の

経
営

に
参

.
幽

さ
せ

た
い

。
そ

の
た

め
に

も
林

学
⊥

で
民

間
入

り
し

た
先

輩
が

必
要

で
あ

っ
た

、
と

。
こ

の

清
六

の
思

惑
と

異
な

り
、

北
郎

は
大

学
に

残
り

研
究

者
・

教
育

者
の

道

を
選

ん
だ

こ
と

に
な

る
。

こ
の

こ
と

は
、

日
本

に
お

け
る

砂
防

分
野

の

学
問

・
技

術
が

近
代

化
す

る
過

程
か

ら
み

る
な

ら
ば

、
天

.
忌

で
あ

っ
た

と
考
え
た
い
。

諸
戸
北
郎
と
「
山
林
』

『
山

林
』

に
お

け
る

諸

.
戸

に
よ

る
論

文
の

掲
載

時

期
は

、
諸

戸
が

大
学

を
卒

業
し

た
明

治
　

.
.
レ

一
年

以

降
か

ら
昭

和
.
一

⊥
1
六

年
ま

で
で
あ
る
.

こ
れ

ら
の

内
訳

と
し

て

は
、
学
術
的

論
文

、
論

説
、

視
侭

記
、

会
員

か
ら

の
捌

談
へ
の
回
答

〔
質

疑
応

答
}

な
ど
で
あ
る
,
掲
載
時
期

は
明
治
時
代

が
五

一
.
件

と

全
体

の
八

割
近

く
を

占
め

て
い
る
〔

表
1
)
。

こ
の
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外国

その他

計
〔

1. 1:〕「.f1.少1坊・i台]1〈」び)手IT}ゴ瓜1ノ寸にヒ[吹少卜1智tll`:「11σ)†見祭a/己

鮎臥
女

勺

州

「外国」は砂防・治水以外の.ものの数,

う
ち

、
欧
州

留
学
前
の

も
の
が
.一

.…
件
で
そ

の
ほ
と
ん

ど
が
造

林
と

林

.産
関

係
で

あ
る

.一

諸
.
月

は
、
明
治

三
十
年
に

、
樹
木
の

効
用
に
主

眼
を
置
き

つ
つ
図

人

り
で

樹
木

の
見
分

け
方
と
産

地
を
記
し

た
解
説
漸

,
、
「

大
日

本
有
用

樹

木
効

用
編

.「
を

一
.　

○
歳

の
若

さ
で

編
纂

し
て

い
る

。
こ

の
こ

と
か
ら

助

教
授

を
し

て
い

た
時

期
に

は
、

樹
木

と
そ

の
活

用
方

法
に

つ
い

て
関

心

を
持

っ
て

い
た

と
推

察
さ

れ
る

.
、

欧
州

留
学

中
で

あ
っ

た
明

治
四

十
三

年
か

ら
は

、
砂

防
-・

卜
係
る

論
文

が
多

.く
な

っ
て

い
る

..特
に

、
欧

州
留

学
時

(明
治

四
十

二
r一

月
～

明
治

四
十

五
年

六
月

)
に

行
っ

た
、

オ
ー

ス
ト

リ
ア

を
は

じ
め

と
す

る

欧
州

諸
国
の

砂
防
を
中

心
と
す
る

視
祭
内
.
脊

を
記
し
た

旅
行
記
を

多
く

書
い

て
お

り
、

あ
わ

せ
て

自
身

が
撮

影
あ

る
い

は
人

手
し

た
写

真
を

ア

ル
バ

ム
に
整

理
し
て
残

し
て
い
る

。
こ
れ
か

ら
、
皆
.
戸

が
几

帳
面

な
性

格
だ

っ
た

こ
と

が
垣

間
見

ら
れ

る
。

な
お

、
諸

戸
が

貿
学

を
し

て
い

た

時
期

の
オ

ー
ス

ト
リ

ア
は

、
ハ

プ
ス

ブ
ル

グ
家

に
よ

る
オ

ー
ス

ト
リ

ア

帝
国

の
時

代
で

あ
り

、
そ

の
領

土
は

、
現

在
の

イ
タ

リ
ア

北
部

、
ス

ロ

ベ
ニ

ア
、

ク
ロ
ア

チ
ア
、
ボ

ス
ニ
ア
・

ヘ
ル
ツ
ェ

ゴ
ビ
ナ
、

チ
エ
コ

、

ス
ロ

バ
キ

ア
、

ポ
ー

ラ
ン

ド
、

ウ
ク

ラ
イ

ナ
お

よ
び

モ
ン

テ
ネ

グ
ロ

に

跨
る

地
域

で
あ
る

。
.喫

μ
が

書
い
た
欧

州
に
関
す

る
論
文
等

は
、
こ

れ

ら
の

国
に

関
す

る
も

の
が

中
心

で
、

他
に

は
フ

ラ
ン

ス
と

ド
イ

ツ
に

つ

い
て

の
も

の
が

あ
る

.
.
こ

れ
ら

は
、

当
時

の
欧

州
の

砂
防

の
み

な
ら

ず

社
ム
.ハ

事
情
も
.分

か
る
貴
重
な
資
料
と
い
え
る
。
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明
治

時
代

末
期

以
降

は
、

皆
.月

の
砂

防
に

関
す

る
『

山
林

』
へ

の
醐

文
が

少
な

く
な

っ
て

い
る

。
そ

の
理

由
と

し
て

は
、

諸
戸

が
、

大
正

九

rに
農

問
務

省
王

催
の

荒
廃

林
地

復
萬

技
術

講
習

会
修

了
者

の
同

窓
会

的
団

体
と

し
て

砂
防

叫
.r会

〔
現

在
の

砂
防

学
会

と
は

無
関

係
)を

立
ち

上
げ

、
昭

和
.　

.年
に

は
、

こ
れ

を
改

変
し

て
、

砂
防

に
関

す
る

調
査

及

び
研
究
と
會
員
相
柾
の
親
賭
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
砂
防
協
會

91戸
が
理
串
長
。
現
在
の
一
般
社
団
法
入
全
国
治
水
砂
防
協
会
と
は

無
関
係
)を

設
立
し
た
こ
と
が
関
係
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
塙

に
、

砂
防

協
會

の
機

関
…

、
砂

防
』

(昭
和

三
年

か
ら

昭
和

十
九

年
ま

で
九

一
.一

号
が

刊
行

さ
れ

て
い

る
)は

、
こ

の
購

代
の

砂
防

分
野

の
唯

一

附

の
定

期
刊

行
物

で
あ

り
、

諸
.戸

自
身

が
、

こ
の

中
に

多
く

の
論

文
、

託
な
ど
を
ー

い
て

い
る

こ
と

か
ら

、
へ

冊
又

投
稿

先
を

、
Lに

「
砂

防
』

'フ,、2モンテネグロ・クリマルリュ

渓の砂防堰」」(諸1コ..lt郎11,

t[.rアノレノiムより、1910f頃〕

ゴ
ロ

レ
〕

し
た

た
め

で
は

な
い

か
と

考
え

ら
れ

る
。

諸
戸

は
、

大
日

本
山

林
会

の
役

員
を

し
て

い
る

。
全

体
像

は
不

明
で

あ
る

が
、

、
山
林
』

の
記
事
か

ら
分
か
る

範
囲
で
、

諸
.戸

が
努

め
た
役

職
を

紹
介

す
る

。

『
山

林
」
三
〇

五
ロ
ゲ
(明

治
四
卜
一

.年
)に

、
諸

戸
が
「
度

山
」

と

い
う

ペ
ン

ネ
ー

ム
で

書
い

た
「

大
日

本
山

林
會

役
員

の
変

遷
」

に
、

明

治
十

五
年

か
ら

明
治

四
十

年
ま

で
の

年
度

ご
と

の
役

員
の

表
が

示
さ

れ
.〔

12一

て
い

る
。

こ
れ

と
他

の
号

の
匹

事
か

ら
、

諸
戸

は
、

明
治

三
十

三
年

か

ら
、

留
学

時
期

を
除

い
て

、
昭

和
十

五
年

ま
で

評
議

員
で

あ
っ

た
。

「
山

林
』

四
四

〇
号

〔
大

正
八

年
)の

「
本

會
記

事
」

に
、

監
事

に
選

13一

任
さ

れ
こ

と
が

、
ま
た
、

『
山
林
』

七
六
七
号

〔
昭
和
二

十
二
年
)に

、

「
【
放
送
四
題
】
裸
に
さ
れ
た
山
」
の
著
者
と
し
κ
、
「
東
大

名
郡
さ

,教
授

、

砂
防

協
會

々
長

、
本
/胃

監
事

」
と
記

さ
れ
て
い

る
。
『
山

林
」

八
一

〇

号
(昭

和
二
十
六
年
〉
の
「
大
日
本
山
林
金
記
事
」
に

、
諸
戸

を
顧
問

[廊
一

に
御

願
い

し
た

こ
と

が
記

さ
れ

て
い

る
。

『
山

林
』

三
一

五
号

(明
治

四
十

三
年

)
に

は
、

諦
戸

の
渡

欧
に

関
し

て
、

「
本

會
事

務
主

任
と

し

て
永

く
本

會
の

為
に

尽
力

せ
ら

れ
た

る
林

学
-指

戸
北

郎
氏

」
と

記
さ

[田

れ
て

い
る

。

以
上

か
ら

、
i者

が
確

認
で

き
た

諸
戸

の
役

職
と

し
て

、
次

の
こ

と

が
分

か
る

。
評

議
員

を
明

治
一

.一
卜

三
年

か
ら

昭
和

十
五

年
ま
で

、
監

事

を
大

正
八

年
か

ら
昭

和
二

卜
二

年
ま

で
務

め
、

昭
和

二
十

六
年

に
顧

問

に
な

っ
た

。
ま
た

、
明
治
四

十
三
年
ま

で
事
務
ヨ

任
を
務
め

て
い
た

。
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な
お

、
者

戸
が

使
川

し
て

い
る

ペ
ン

ネ
ー

ム
の

「
度

山
」

に
つ

い
て

、

星
は

、
「

荒
び

た
度

し
難

い
山

で
も

済
度

せ
ん

と
す

る
人

は
、

諸
戸

北

郎
サ

ン
の

如
き

親
か

ら
貰

っ
た

神
聖

な
名

前
の

外
に

度
山

と
い

う
号

を

も
た

れ
て

お
る

。
〔

中
略

)
度

山
、

山
を

済
度

し
て

山
を

静
か

に
す

る
。

山
は

森
林

を
以

っ
て

暴
れ

川
は

其
の

岸
を

溢
れ

ず
、

山
を

済
度

し
て

静
ヨ
ド
デ
ゴ
　

寂
な

ら
し

む
る

所
に

味
が

あ
る

」
と

述
べ

て
い

る
..L記

の
文

中
の

漁

度
と

は
仏

.、
…

で
「

済
」

は
救

う
、

「
度

」
は

渡
す

意
で

あ
り

、
仏

が
迷

い
苦

し
ん

で
い

る
人

々
を

救
っ

て
、

悟
り

の
境

地
に

導
く

こ
と

で
あ

る
。

し
た

が
っ

て
「

度
山

」
の

…
味

す
る

と
こ

ろ
は

、
荒

れ
た

山
を

.
静

か
な

.洛
ち

着
い

た
状

態
に

す
る

こ
と

を
、

諸
戸

が
自

ら
の

天
命

と
考

え
て

、

号
し

た
ペ

ン
ネ

ー
ム

で
あ

る
と

思
わ

れ
る

。

足
跡

明
治
四
卜

五
年

に
、

者
.戸

が
東

大
砂

防
一

副
座

の
担

当
教

授
と

な
り

、

日
本

人
が

森
林

理
水

と
砂

防
工

学
に

つ
い

て
教

育
、

捌
究

、
技

術
指

導

を
行

う
体

制
作

り
が

緒
に

就
い

た
。

持
戸

は
、

昭
和

九
年

に
東

大
を

退

官
し
た
が
、
そ
の
後
も
砂
防
界
の
第
一
人
者
と
し
て
晩
年
ま
で
「
砂

防
」

と
「

治
山

」
の

発
展

に
尽

く
し

た
。

者
戸

は
、

大
学

　
で

は
座

解
は

も
と

よ
り

、
愛

知
県

や
浅

貝
県

等
の

現

場
で

学
」

犬
習

を
行

い
、

近
代

砂
防

を
リ

ー
ド

し
て

い
く

多
く

の
人

材

を
育

て
た

、
こ

の
夷

口
の

実
施

お
よ

び
森

林
理

水
と

砂
防

の
研

究
を

日

的
と

し
て

、
愛

知
県

の
犬

山
市

と
瀬

.
戸

市
に

あ
る

荒
廃

し
た

山
地

を
帝

1弱、3新HJ,試験地の防風垣と砂防植栽

(東京大;'牛態水文学研究所所蔵)

巨
大

な
植

木
鉢
を

用
い
た
雨

水
の
地
下

浸
透
試
験

を
実
施
し

、

よ
る

浸
透

能
の

研
究

を
指

.
暴

し
た

。
ま

た
、

の
開

口
部

の
西

側
、

遠
州

灘
を

臨
む

位
置

に
、

地
の

寄
付

を
受

け
、

海
岸

砂
防

の
研

究
を

目
的

と
す

る
新

居
試

験
地

が

又
置

さ
れ

た
。
諸

戸
は
、
.新

居
試
験
地

に
お
い
て

砂
防
植
栽

の
試
験

工

事
並

び
に

気
象

観
測

の
た

め
の

施
設

の
設

置
と

襯
測

に
つ

い
て

指
導

し

て
い
る
(
写
真
3
)
。

諸
戸

は
、

明
治

.一
、

十
一

年
か

ら
昭

和
二

十
六

年
に

か
け

て
、

数
多
く

室
林

野
局

か
ら

購
入
し
、

大
正

十
一

年
に

愛
知

演
日

林
が

設
置
さ
れ

た
。
こ

れ

に
諸

戸
が
関
係

し
て

い
た

可
能
性

が
あ
る
。

愛
知

演

習
林

内
に
は
、

森
林
水

文

研
究
の

た
め
、
四

カ
所

に

量
水
堰
堤
が
.又

置
さ
れ
、

現
在
に
至
.る

ま
で
[.里

水
観

測
が
継

続
実
施
さ

れ
て
い

る
。

.
旧

戸
は
、

こ
の

帯
水

堰
堤

の
設

置
場

所
の

選
定

、

設
計

・
施

、
工

を
指

ぴ
す

る

と
と
も
に

、
量
水
観

測
や

樹
種

に

昭
和
三

年
に
は
、

浜
名
湖

薩
岡

県
、

新
居

町
か

ら
土
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の
吾

佳
∵

論
文

を
執

筆
し

て
い

る
。

そ
の

代
表

的
な

も
の

が
、

[.理
水

及
砂
防
⊥
学
』
で
あ
る
。
本
書
は
、
「
本
編
」
、
「
最
水
編
」
、
「
工
事
編
」
、

「
設

計
編

」
お

よ
び

「
海

岸
砂

防
編

」
の

全
五

編
か

ら
な

り
、

砂
防

に

関
す

る
嘱

項
を

体
系

的
に

ま
と

め
た

著
漱

,と
し

て
は

、
H本

で
最

初
の

も
の

で
あ

る
.
諸

戸
は

、
最

初
に

出
た

「
量

水
編

」
の

緒
言

〔
前

書

き
〕

で
、

「
根

本
的

治
水

⊥
事

ハ
理

水
及

砂
防

工
下

二
依

ラ
サ

ル
可

ラ

ズ
(
中
略
)
先
ヅ
理
水
及
砂
防
⊥
事
設
計
ノ
基
本
ト
ナ
ル
ベ
キ
水
量
二

関
ス

ル
量

水
編

ヲ
印

刷
二

附
シ

次
二

砂
防

巳
雅

ノ
理

論
、

実
例

等
順

ヲ

追
フ

テ
印

刷
二

附
セ

ン
ト

ス
」

と
述

べ
て

い
る

。
対

策
工

事
を

実
施

す

る
う

え
で

、
計

画
設

詩
の

基
.本

で
あ

る
流

"運
観

測
か

ら
順

、
次

、
計

画
、

、
又

詩
、

L
事

に
い

た
る

ま
で

の
順

で
解

説
す

る
こ

と
に

よ
り

、
ヨ

ー

,
携

《
了

,
。

、

却
蛇
甲

冒
一

轟
.

コチ:写.〔4]j.(ノ君く判・こ臼写1.り.月.tE

i「戸北郎1肪1:アルバムより、昭和2年

「
ノ

ア

ル
プ

ス
の

砂
防

技
術

を
H
本

に

導
入

し
よ

う
と
し
た
。

砂
防

工
事

に
お

い
て

、
.
}
し

、
ヨ

も
→

万
ー

、
、

ゴ
.
一

を
算

出
し

水
路

断
面

を
決

定
す

る
こ

と
や

、
流

域
と

渓
流

の
特

性
を

把
握

し
計

画
設

計
を

行

う
必

妥
が

あ
る
と

い
う
新
た

な
視
点
を

取
り
入
れ

た
..

諸
戸

は
、

内
務

省
、

農
商

務
省

、
県

な
ど

の
委

嘱
を

受
け

て
、

関
東

大
震

災
〔

一
九
二

一
.,年

)や
北

伊
豆
地
震

二
九
一
二

〇
年
)の

被
災

地
、

山
地

の
荒

廃
が

著
し

い
常

願
寺

川
、

鬼
怒

川
、

足
尾

山
地

や
東

京
都

水

源
林

な
ど

で
現

地
調

査
を

行
う

な
ど

、
全

国
の

砂
防

工
事

の
実

施
を

支

え
る

シ
ン
ク

タ
ン
ク
的

な
役
剖
も

果
た
し
て

い
る
。

関
東

大
..辰

災
後

に
は

、
山

地
の

崩
壊

に
よ

る
被

害
が
甚

大
で
あ

っ
た

、

冨

、
、

阪

.霞

写真5.東京都水道水源林の大正5

施.[:堰堤儲戸北良lli胴1アルバムよ

神
奈
川

県
丹

沢
地

域
周

辺
に

お
い
て

、
内

務
省

お
よ

び
帝
室

林
野

局
が

実
施
し

た
砂

防
工

事
の

一
鉤
　

.

指
導
を
行

っ
て

い
る
.、

写
眠

、
4
は

、
丹

沢
世
附

川
右
支
渓

に
現

存
し

て

い
る
、
帝

室
林

野
局

が

昭
和

一
.
年

に
施

工
し
た

水
ノ

木
沢

第
一

号
堰

堤

で
あ

る
。

ま
た

、
諸

.
月

は
留

学
か

ら
帰

国
後
、

当
時

の
東

京
市

と
東

京

府
か
ら
の

委
嘱

を
受

け
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て
、

荒
廃

し
た

水
源

林
を

復
旧

す
る

た
め

の
砂

防
工

事
を

指
導

し
て

い

る
、

写
真

5
は

、
現

存
し

て
お

り
、

当
時

水
源

林
内

に
施

工
さ

れ
た

堰

堤
で

あ
る

。
こ

れ
ら

の
堰

堤
は

昔
.
戸

の
指

導
に

よ
り

、
そ

れ
ま

で
は

一

割
勾

配
よ

り
緩

か
っ

た
堰

堤
の

下
流

法
勾

配
を

、
二

分
の

急
勾

配
に

し

て
い

る
、

諾
戸

は
、

こ
の

ほ
か

に
堰

堤
の

水
通

断
而

の
定

量
附

決
定

法
、

渓
流

の
安

定
勾

配
を

考
え

た
堰

堤
設

計
な

ど
、

多
く

の
現

場
で

の
指

導

を
通

じ
て

、
ヨ

ー
ロ

ッ
パ

の
砂

防
技

術
の

H
本

へ
の

導
入

に
尽

力
し

た
、

諸
戸
は
、
口
本
各
地
で
指
導
し
た
砂
防
L
事
の
写
真
を
ア
ル
バ
ム
に
整

理
す

る
と

と
も

に
、

旅
行

記
と

し
て

『
山

林
」

誌
と

「
砂

防
』

誌
に

掲

載
し

て
お

り
、

こ
れ

ら
は

当
時

の
日

本
の

砂
防

工
事

の
事

情
を

知
る

上

で
の

貴
重

な
史

料
で

あ
る

.

議
戸

は
、

大
比

九
年

か
ら

は
、

農
商

務
省

等
が

主
催

す
る

荒
廃

〔
林

)

地
復
奮
技
術

講
習

会
で

、
講

義
と

愛
知

、
融

ー
目

林
等

で
の

現
地

実
習

を
通

じ
て
技
術
者

の
宏

11成
に

尽
力

し
て

い
る

。
昭

和
.一

.年
の

講
習

会
の

挨
拶

の
中

で
は

、
各

県
の

技
術

者
の

技
術

力
が

向
上

し
、

現
場

の
工

事
が

立

派
に

な
っ

て
き

た
こ

と
、

講
習

会
の

効
果

が
各

府
県

の
ト

層
部

に
も

認

め
ら

れ
て

き
て

い
る

と
述

べ
、

講
習

会
の

成
果

と
必

要
性

を
強

調
し

て

い
る
。砂

防
工

事
へ

の
思

い

諸
戸

は
、

一
山

林
』

と
『

砂
防

」
に

お
い

て
、

砂
防

⊥
事

へ
の

自
ら

の
熱

い
思

い
を

吐
露

し
て

い
る

。
周

砂
防

島
が

刊
行

さ
れ

た
時

期
が

、

昭
和

三
年

か
ら

十
九

年
と

い
う

時
代

背
景

の
中

で
、

.
」

.
.
堆
を

選
び

な
が

ら
国

土
保

全
の
電

要
性
を
強

調
し
た
内

容
で
あ
る

、

国
土

保
全

の
予

算
が

削
ら

れ
て

い
く

昭
和

九
年

に
は

、
「

根
本

的
治

水
策

」
と

趣
し

て
「

同
防

充
備

費
の

次
に

必
要

な
の

は
國

土
保

企
費

で

あ
る

。
国

家
が

な
す

べ
き

事
業

は
鉄

道
、

道
路

等
の

交
通

機
関

、
農

地

改
良

、
河

川
改

修
等

沢
山

あ
る

が
、

も
っ

と
も

先
に

な
す

べ
き

事
業

は
の

胃

砂
防

⊥
事

で
あ

る
.、

」
と
述

べ
、

阪
神

大
水

",..目
が

あ
っ

た
昭

和
⊥

三
年

に
は

、
「

時
局

と
砂

防
⊥

事
」

と
題

し
て

、
「

本
年

六
月
下

旬
か
ら

七
月

上
旬

に
於

け
る

数
日

の
豪

雨
で

九
百

余
の

人
命

と
、

四
億
一

、
干
萬

円
の

財
産
を
失
っ
た
。
今
円
は
多
額
の
軍
事
費
を
要
す

る
か
ら
、
砂
防
E
事

費
は

繰
延

べ
に

な
る

と
の

説
も

聞
く

が
砂

防
工

事
は

国
土

保
安

の
拝

業
一

器
.

で
人

類
と

天
然

力
と

の
戦

闘
で

あ
る

。
」

と
述

べ
て

い
る

.
.
こ

の
よ

う

に
諸

戸
は

、
砂

防
工

事
に

よ
っ

て
災

庸
、

口
を

予
防

す
る

こ
と

の
重

要
性
を

強
調

し
て

い
る

。
一

方
で

、
昭

和
十

年
に

、
「

砂
防

工
事

實
施

の
急

務

に
就

て
」

の
中

で
、

「
災

害
は

人
力

に
よ

っ
て

軽
減

又
は

防
止

す
る

こ

と
を

得
る

も
の

で
あ

り
、

そ
の

方
法

に
避

難
法

と
予

防
法

と
の

二
法

が

あ
る

。
避

難
法

と
は

気
象

共
他

の
観

測
に

依
り

地
震

、
台

風
、

蒙
雨

の

.,.、
.来

を
.†

知
し
て

之
を

民
衆

に
予

報
し

避
難

せ
し

む
る

方
法

で
あ

る
。

一
罰

一

予
防

法
は

根
本
的

治
水
策
に

依
る
も
の

で
あ
る
、

」
と
述
べ

、
篇

.戒
避

難
体

制
を

充
実

さ
せ

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
と

主
張

し
て

い
る

。
砂

防

⊥
事

に
よ

る
ハ

ー
ド

対
策

だ
け

で
は

被
,..口

の
防

止
・

軽
減

に
限

界
が

あ

る
こ

と
を

、
こ

の
時

代
に

卓
見

し
て

い
る

。
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伐
後

問
も

な
い

昭
和

二
十

五
年

に
は

、
総

理
大

臣
か

ら
公

共
事

業
審

議
會

委
員

を
委

嘱
さ

れ
て

い
る

。
審

議
倉

は
信

濃
川

流
域

に
お

け
る

公
琵

拝
業

の
執

行
状

況
に

つ
い

て
、

現
地

調
査

を
ふ

ま
え

審
議

し
、

「
戦

争
中

は
河

川
」

事
及

び
砂

防
n亘

を
中

止
し

森
林

を
乱

伐
し

荒
廃

さ
せ

た
た

め
、

豪
雨

が
降

れ
ば

大
水

害
を

惹
起

し
、

旱
天

が
続

け
ば

旱
魅

の

害
を

起
こ

す
。

速
や

か
に

根
本

的
治

水
策

を
樹

て
国

庫
の

許
す

限
り

治

山
治

水
費

を
増

加
し

て
水

害
を

防
止

す
べ

き
で

あ
る

。
本

報
告

の
如

く

砂
防

工
事

及
び

荒
廃

林
地

復
旧

工
事

は
、

治
水

上
に

も
利

水
上

に
も

必
要

で
、

最
も

先
に

実
施

す
べ

き
も

の
で

あ
る

。
」

と
い

う
内

容
の

糧
告

〔
25一

を
内

閣
総

理
.大

.臣
に

行
っ

て
い

る
。

者
戸

は
、

晩
年

ま
で

、
国

土
の

保
全

と
社

会
の

安
寧

を
熱

く
語

り
、

昭
和

二
十

六
年

十
一

月
一

日
に

天
寿

を
全

う
し

た
。

お
わ

り
に

筆
者

の
学

生
時

代
に

、
東

大
砂

防
講

座
の

研
究

室
の

壁
に

歴
代

教
授

の
写

真
が

掲
げ

て
あ

り
、

そ
の

…
番

目
が

諸
戸

北
郎

博
士

で
あ

る
こ

と

を
恩

師
の

山
目

伊
佐

夫
先

生
(東

京
大

学
名

田
..H教

授
、

冗
大

日
本

山
林

会
会

長
)に

教
わ

っ
た

。
以

来
、

「
は

じ
め

に
」

で
述

べ
た

「
土

石

流
」

の
研

究
を

始
め

る
ま

で
、

諸
戸

博
士

に
つ

い
て

ふ
れ

る
機

会
は

無
か

っ
た

、
数

多
く

の
砂

防
工

学
の

教
科

樽
で

口
本

の
砂

防
史

に
つ

い
て

書
か

れ
て

は
い

る
が

、
江

戸
期

の
川

村
瑞

賢
と

明
治

期
の

デ
.レ

ー
ケ

の
名

は
頻

出
す

る
も

の
の

、
他

の
人

物
の

名
前

は
ほ

と
ん

ど
見

当
た

ら

な
い
。
そ
の
理
由
(推

諭
)に

つ
い
て
は
敢
え
て
ふ

れ
な
い
こ
と
に
す

る
。

現
在

、
「

砂
防

」
と

「
治

由
」

に
携

わ
る

大
部

分
の

入
が

、
そ

の

名
を

知
ら

な
い

で
あ

ろ
う

、
諸

戸
博

士
の

足
跡

を
辿

っ
て

み
た

、
温

故

知
新

の
一

助
に

な
れ

ば
幸

い
で

あ
る

。

『
由

林
一

ほ
か

の
文

献
を

閲
覧

す
る

に
あ

た
り

、
元

大
h本

山
林

会

林
業

文
献

セ
ン

タ
ー
の
高

久
安
雄
氏

に
は
大
変

お
世
謡
に

な
り
ま
し

た
、

溜
池

山
王

駅
近

く
の

和
菓

子
屋

で
も

と
め

た
、

氏
の

大
好

物
を

持
っ

て

お
伺

い
し

た
こ

と
を

懐
か

し
く

思
い

出
し

ま
す

。
な

お
、

本
論

は
、

諸

戸
北

郎
博

十
砂

防
業

績
研

究
会

の
成

果
を

ふ
ま

え
つ

つ
取

り
ま

と
め

た

も
の

で
す

。
関
係

の
皆
様
に

感
謝
い
た

し
ま
す
。
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献
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